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１　序　文

　大学生においては、講義でのノートテイク、
メモ記録、試験の解答などの学術活動には書字
動作を必要とする。そのためには、筆記具を正
しく保持することが必要である。しかしなが
ら、鉛筆の保持においては成熟し、収束してい
ると思われる大学生において、多様な保持様式
が見られる。筆記具の保持様式が、筆圧、筆
順、文字の丁寧さ、疲れにくさや学習時間に影

響するという報告 1―5）を検証するため、第 1 報
として用いる筆記具の保持様式（pencil-grasp 
pattern）の多様性について論じる。
　筆記具の代表であり、標準となるのは鉛筆で
ある。文具器メーカーが公表し推奨、あるいは
指導者が使う指導本において、標準で典型とさ
れている保持様式は、鉛筆の軸を対向させた母
指、示指、中指の３指に挟んで保持する、と記
述されている 6―7）。
　鉛筆の保持パターンは、筋力や巧緻性など身
体の成長とともに順次変化すること 8）、障害の
有無、障害の程度、机やいすの影響を受けるこ
と 9）、10 ～ 30％の児童で正しい保持がマスター
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できていないこと 10）、学習成果が向上しないこ
とで学習意欲が低下し、その結果として正しい
保持ができない。また、正しい持ち方ができて
いないために、学習時間が短くなり、集中力が
長続きしない、丁寧な文字が書けない 8）、とも
報告されている。
　幼児期では、母指の対立運動が不完全であり、
筋力も弱い。そのため鉛筆のような細い棒状の
物体を握る。成長が進むと巧緻性を補うために
握りから保持へと変化する。示指の上を母指が
交差する保持様式 cross-thumb、小指以外の 4
指による保持様式 four-fingered をへて成熟した
３本握り Dynamic Tripod に収束するまでに、
児童期には多様な変異がみられる 10）。
　わが国において、大滝ら 2）は、大学生を対象
とした調査から運動学的表現や呼称で多様性を
報告している。Schwellnus ら 11）によって、鉛
筆保持様式は４種に分類されている。その中で、
標準的な鉛筆保持 pencil-grasp pattern は母指、
示指、中指の３指の先端によって保持する。３
指はお互いに対立して鉛筆を３方向から挟むよ
うに保持する様式を dynamic tripod（DT）と
呼んでいる。残りの２指は軽く屈曲する。小
指、特に小指球は紙面上に広く接し、小指の先
端（末節掌側面）も触れる。DT の利点として
は、ペンだこや腱鞘炎の予防、学習の長時間
化、作業による疲労の軽減、丁寧な文字の書字
が挙げられる。この DT を日本の学校など初
等教育の現場では、正しい鉛筆の持ち方とし
て教える７）。しかしながら、鉛筆や箸のような
口径が小さく、20cm 長の軸状の物体を握るの
は手の指全指をつかって保持することは困難で
あるために、DT 以外の保持様式として Lataral

（thumb） tripod（LT） や Dynamic quadrupod
（DQ）、Lateral（thumb） quadrupod（LQ） と
いう変異が見られる。
　このように様々な鉛筆保持の分類が主張され
ているなか、海外の臨床現場における作業療法

士は、鉛筆のダイナミック３点保持法 Dynamic 
Tripod を薦めている 12）。わが国において臨床現
場で日常生活現状復帰の１つの手立てとして書
字が利用されてことが容易に想像される。教育
現場において健常な対象者の年齢や性別による
差異や保持様式パターンについて明らかにする。

２　資料と方法

２．１　対象

　対象は、鉛筆保持側の腕や手に運動の制限や
過去のケガの後遺症、麻痺など特段の障害は認
められない健常な本学学生 155 名（男 70 名、
女 85 名）である。また、計測当日に処置のた
めの絆創膏、包帯などは施していない。男女比
を考慮して、本学学生に加え看護専門学校生も
含まれる。対象者の多くは第 1 学年および第 2
学年が主体となるため、年齢は 18 歳～ 20 歳で
あるが、社会人学生および編入学生も含まれる。
対象者には、研究目的を口頭で説明し、同意を
得た後に、書字動作および書字構えの写真撮影
を実施した。
　なお、本研究の倫理的配慮は、ヘルシンキ
宣言および関係する倫理指針に基づき、大阪
河﨑リハビリテーション大学研究倫理審査
委員会の承認を受けて実施した（承認番号
OKRU29-A017）。

２．２　実験方法

　被験者は、化学実験台（高さ 80cm、机板面
75 × 180cm、ダルトン社製）の前に座位を取る。
座面の高さは被験者の体格によって好みの位置
に椅子高（40 ～ 55cm の範囲）を調節する。カ
メラ撮影は、鉛筆を保持する手の掌側方と手背
方の２方向から撮影した。使用した２台のカメ
ラ Coolpix（レンズ 7.5 ～ 26.3mm、解像度 4K; 
Nikon 社製、東京）を３脚に固定した。
　用いた筆記具として鉛筆シャープ（PS-P1000、
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0.9mm 黒芯、コクヨ S&T 社製、東京）を普段
の鉛筆と同様に保持させた。この筆記具は、学
習ノートの記録、メモ書き用に開発され、鉛筆
軸はエラストマー樹脂でコートされている。ま
た軸断面は安定して理想のグリップで握れる三
角軸に設計されている。
　記録紙は、A4 版一般コピー用紙を用いた。
被験者は、３cm 平方の枠内に自分の名前を書
く。さらに 1cm 大の A, B, C, D の４種のキャ
ラクターと三角形と四角形の図形をなぞる。
　最初に、自分の名前を所定の欄にできるだけ
ゆっくりと枠内に収まるように大きく書く。書
き終わりのグリップのまま、筆先を紙面に接触
させ動かないように動作を止める。その状態を
２台のカメラで撮影する。その映像が写真１で
ある。保持パターンの分類は、Schwellnus11）の
分類に従う。変異に富む保持様式もこれらの４
分類のどれかに属するように判定した（写真１）。
　保持パターンの出現頻度の統計的処理につい
ては、カイ自乗検定を用い、有意水準は 5％と
した。

Dynamic Tripod

Lateral Tripod

３　結 果

３．１　左利きの出現率

　今回、被験者として用いた総計 155 名（男 70 名、
女 85 名）において、左手によって鉛筆を保持し
書字動作を遂行する者を左利きと判断した。そ
の逆は右利きである。左利き者は 15 名（男 10 名、
女 5 名）であった。出現率は 9.67％（男 14.3％、
女 6.3％）である。5％～ 15％の範囲によく合致
しており 16）、特段の特殊な資料でないことを示
している。

３．２　鉛筆の保持様式 pencil-grasp pattern

　表１および２は、Schwellnus11）の鉛筆保持の
４パターンに沿って、被験者の保持を分類した
結果である。大滝ら２）が分類する４タイプの保
持パターンとの対比は表３のようである（表１、

２）。

Internal Tripod

Dynamic Quadrupod
写真１　保持様式の４パターン
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３．３　鉛筆との接触点

３．３．１ Dynamic tripod（DT）
　大滝の分類では Ab 型とされる。優位に多数
を占める DT は、母指末節の腹面、中指末節の
示指側側面（爪との境）の２点で鉛筆を保持し、
最後の示指末節腹側面は書字時の筆運用に推進
力を発揮する。母指、示指、中指の３指で鉛筆
を保持するため、接触点は鉛筆を３方向から取
り囲むように配置している。さらに第４接触点
は、第２中手指節（MP）関節の母指側面である。
第４接触点は、鉛筆を保持するためではなくて、
鉛筆長軸がぶれないように軽く接触しているだ
けである（写真２）。書字動作は、母指、示指、
中指の３指の曲げ伸ばしによって達成される。
男性では多数を占めるが、女性では LT に次いで
第２位である。

３．３．２　Internal tripod（IT）
　大滝の分類では Ad 型とされる。他の持ち方と
比較して著しく小数である IT は、母指 IP 関節
を 90°に屈曲し、母指末節腹側面と中指末節の示
指側側面の２点で鉛筆を保持する。最後に、示
指を母指の爪の上から覆いかぶせられる。この
ため、鉛筆との触点は２か所である。このタイ
プの中には示指末節腹面尖端を鉛筆に接するこ
ともある。示指により押さえつけられた母指は
鉛筆軸の保持力を高める。DP と同様に第２中手
指節（MP）関節の母指側面が第４接触点となる

（写真２）。

３．３．３　Lateral tripod（LT）
　大滝の分類では St 型とされる。示指末節
腹側面と母指基節腹面の２点で鉛筆を保持

grasp pattern males females total 

DT, Dynamic tripod 37（61.7％） 26（32.5％） 63（45.0％） 

LT, Lateral tripod 14（23.3％） 32（40.0％） 46（32.9％） 

IT, Internal tripod 2（ 3.3％） 10（12.5％） 12（ 8.6％） 

DQ, Dynamic Quadrupod 7（11.7％） 12（15.0％） 19（13.6％） 

total 60 80 140 

 

表１　右利き者の鉛筆保持様式とその出現率

Table 1 Four grasp patterns in right-handed person and its appearance rate

grasp pattern males females total 

DT, Dynamic tripod 3（30.0％） 1（20.0％） 4（26.7％） 

LT, Lateral tripod 2（20.0％） 3（60.0％） 5（33.3％） 

IT, Internal tripod 2（20.0％） 0（ 0.0％） 2（13.3％） 

DQ, Dynamic Quadrupod 3（30.0％） 1（20.0％） 4（26.7％） 

total 10 5 15 

 

表２　左利き者の鉛筆保持様式とその出現率

Table 2 Four grasp patterns in left-handed person and its appearance rate
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する。書字動作には、２点では鉛筆を保持で
きないので、中指末節の示指側側面が参加す
る。第４接触点は、第２基節骨のほぼ中央、母
指側面である。この保持パターンは、示指の
DIP 関節が伸展し鉛筆長軸と並行するのが特徴
的である。書字動作は、母指の１指のみの曲げ
伸ばしによって達成される。この母指運動によっ
て筆圧が高められる（写真２）。

３．３．４　Dynamic Quadrupod（DQ）
　大滝の分類では Ri 型とされる。軽く屈曲され
た示指と中指末節腹面と薬指の中指側側面（爪
との境）の３点で鉛筆を保持する。さらに保持
力を堅持するために母指末節腹面が参加して４
点では鉛筆を保持する。４指の屈曲は、DT での
３指屈曲よりも緩やかである。第５接触点が存
在する。DT と同様に第 2 中手指節（MP）関節
の母指側面が第５接触点となる（写真２）。

写真２　保持様式の４パターンの鉛筆との接点
Dynamic Tripod（ 左 上 ）、Lateral Tripod（ 右 上 ）、

Internal Tripod（左下）と Dynamic Quadrupod（右下）、

塗りつぶし〇印は DT との相違点を示す。

３．４　性差

　右利き者における鉛筆保持様式の４パターン

の頻度を表１に示す。男では DT が 61.7％であり、
女の DT 出現率 32.5％と有意な性差を認める（P
≦ 0.05）。また、IT は男 3.3％、女 12.5％と有意
な性差を認める（P ≦ 0.05）。筆圧の必要性から、
女では LT と IT を併せて 52.5％の頻度に達して
いる。

４　考　察

４．１　左利きの出現率

　これまでの報告 12―13）にあるように左右利き
側を判定するため、最近では、エディンバラ利
き手テストが広く用いられている。簡便で、ス
トレスも少ないためである。右利きか左利きか
のみを要求する研究においては、十分なテスト
と思われる。今回の被験者は 18 歳以上であり、
身体的および精神的成長は達成されている成人
と思われる。書字動作は高度な技能や巧緻性が
求められる操作であり、左右差の考察目的では
ないことや成人対象であることから書字に用い
る側のみを利き側としてよいと思われる。
　Steenhuis ら 14）の、利き側は成長とともに変
化し、鉛筆の書字動作、描画、鉛筆の書字動作、
野球ボール投げ、はさみ動作、ナイフ、針縫い、
箸での食事動作、歯磨き時の歯ブラシの持ち手、
サッカーボールのシュート動作など 60 項目の
スコア化により詳細な利き側段階判断を可能と
している報告がよく知られている。さらに把握
運動、巧緻性運動などにカテゴリー化によって
5 段階のやや簡便な分類も可能であるとしてい
る。一般的には技能や巧緻性が求められる操作
では、利き側が優位に用いられる。一方で、リー
チングや物を拾うなどの低い活動操作では、両
側どちらでも用いることが明らかである 13）。

４．２　鉛筆の保持様式

　保持様式の出現率の比較では、大滝ら 12）は
被験者の男女別のデータ提供をしていない。男
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女合計では、対象とした都立短大生とその職員
の被験者総数 37 名（男 7、女 30）において Ab
型 21 名（56 ％）、　Ad 型 6 名（13%）、 St 型 5
名（13%）、Ri 型 5 名（13％）であった。また
別集団となる都立短大１～ 2 年生 57 名（男女
比不明）では、Ab 型 27 名（47％）、 Ad 型 12
名（21％）、 St 型 10 名（18％）、Ri 型 7 名（12％）
である。この数値の対比は表３に示されている。
本研究での出現率は、表１のとおりである。男
女合計のもっとも多い保持様式は DT の 45％
であり、大滝らの 47％と近似している。一方、
最も少ない保持様式は IT の 8.6% で、大滝らで
は DQ（5％）であった。
　発達・成長中の児童と異なる大学生における
保持様式の多様性の原因としては、筆記具の軸
の太さや材質を好みに選択できる。試験、マー
クシートなど用途に応じて鉛筆芯の硬軟や太さ
を変化させる。筆記スピードの要求、筆圧を抑
えることで手を汚れから防いだり、ケシかすを

軽減する、文字が小さくし紙枚数の無駄を軽減
するなど経済的配慮が考えられる。身体的には、
筋力や手指の器用さ、巧緻性も原因となる。こ
れらの知見は、高齢者の機能低下、障害からの
回復を促すために、日常生活動作であるおはじ
き、箸での物のつまみ、ジャガイモや果実の皮
剥き、社会復帰を目指す対象者にとって書字動
作の巧緻性の確立に重要な要素となりうる。
　一方、教育現場では幼児と小学児童に対する
筆記具の保持は母指、示指、中指の３指で固定
することを推奨している 6）。これは DT 様式保
持である。しかし、鉛筆の様式保持は、発達・
成長とともに変化する 9）。筆記具の形状（グリッ
プの太さ、材質）、鉛筆の性状（筆の硬軟性や
太さ）なども関係する。さらに、手指による筆
運巧緻性が未発達で書字の丁寧さに劣る、筋力
が弱い、筆圧の意識やきれいな文字という概念
が育っていない、書字の筆順・スピードなどの
理解に至っていないことなどが原因であると思

写真 3　　発達段階の鉛筆保持様式の変化（Kavak and Bumin, 2009 より）

A: 握り、B: 握り、C: 示指による保持、D: 鉛筆軸頭の保持、E: 未発達は DT、
F: 母指と示指の対立保持、G:DT の変異、H:DT の変異、I: 母指交叉、J: 完成した DT

表 3　大滝と Schwellnes らとの対比（本研究での分類は Schwellnes らに準拠する）

Table 3 Comparison of Otaki et al. and Schewllness et al.
大滝ら（1994） 特　徴 Schwellnes 11)

Ab 型 母指、示指、中指の３指で保持する。 DT, Dynamic tripod
Ad 型 母指、示指、中指の３指で保持するが、母指先が示指の下に潜り込む。 IT, Internal tripod
St 型 示指、中指の２指で保持する。母指は示指を覆い、鉛筆には直接接しない。 LT, Lateral tripod
Ri 型 母指、示指、中指と薬指の４指で保持する。 DQ, Dynamic Quadrupod
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われる。
　小学児童に対する筆記具の保持の介入をしな
い場合は、母指以外の 4 指を折り曲げ 1 つ塊り
とし、鉛筆を母指 IP 関節と示指の間に挟む保
持パターンがある 15）（写真 3）。DT のカテゴリー
に分類されるが、母指、示指、中指の接点が鉛
筆軸に沿って直線状に並ぶパターンがある。

４．３　国内外との対比

　児童については、カナダ、トロント 11）と、
スウェーデン、ストックホルム 9）で、大滝ら 2）

は大学生でペンホールドの多様性を報告してい
る。健康な幼児・低学年児童では成長途中にあ
るために鉛筆保持様式は変化するが、その変異
は典型とされる DT に収束する。
　ところが、今回の結果と大滝ら 2）の結果から
も明らかなように、大学生には発達期の多様性
が残ったままのようである。女では、筆圧がか
なり供される LT と IT でかなりの高頻度を示
していることが明らかである。
　国外では、アルファベットをブロック体ある
いは筆記体で記し、左から右へ筆を運用する。
日本では、漢字、かな、時にはアルファベット
混在の日本文を書字する。筆運は、左から右へ
の横書きが基本であるが縦書きも依然として用
いられる。これに対応するためには多様性ある
いは、ノート、メモ、マークシートなどに変化
が必要とされると考えられる。学習時間、学習
習慣、筋力の強さなどの要因が完成形として
DT に収束するに至っていないことが示唆され
る。

５　結　語

　大学生において、多様な鉛筆保持パターンが
認められた。男では鉛筆保持の典型とされる３
指保持パターン Dynamic Tripod が最多である。
一方、女では Lateral Tripod パターンが最多で

ある。鉛筆保持パターンにおいて、男女ともに
発達段階あるいは成長段階が収れんしていない
ことが明らかである。また性差は男よりも女に
おいて、筋力が弱く筆圧を補うように母指に負
荷をかけていると思われる。
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